
HPLCに於けるアセトニトリルの代替としてのメタノール於ける リ 代替 タ

ChromSword® /ChromSword Auto® 
アプリケーション

目標:

HPLCでのメタノールをアセトニトリルに置き換える

簡単な方法を見出す



ChromSwordでアセトニトリルからメタノールに移動相を変更

一般的なルール:

逆相HPLCで同じ保持時間を得るために移動相としてのメタノ ルはアセトニトリル逆相HPLCで同じ保持時間を得るために移動相としてのメタノールはアセトニトリル
よりも5-20%だけ濃度比率が高い必要がある。サンプル化合物の性質やカラムにも
依るが。

問題点:

選択性が異なるため 移動相がアセトニトリルの場合と同じ保持時間にな たとし選択性が異なるため、移動相がアセトニトリルの場合と同じ保持時間になったとし
ても分離が好ましくない場合もある。

メタノールの最適濃度（移動相比率）は、化合物やカラムによって変化するので注濃
意が必要

解 策解決策:

ChromSword®またはChromSwordAuto® がメタノール条件の最適化をサポート



実際例

•化合物 : 1 p-hydroxybenzaldehyde; 2 methylparabene; 3 phenol;•化合物 : 1. p-hydroxybenzaldehyde; 2.methylparabene; 3. phenol;       
4. benzene; 5. toluene  

•カラム: Agilent ZORBAX Extend-C18 5 µ 4 6mm×150mmカラム: Agilent ZORBAX Extend C18, 5 µ,4.6mm×150mm

•移動相: 62% アセトニトリル –水

分析時間 5 分•分析時間 : 5 分

•目標:  アセトニトリルメソッドをメタノールメソッドと置き換える
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•最適な濃度

水 ゾ プ 分離 最適ChromSword: アセトニトリル-水のペアレゾルーションマップと分離の最適化



問題

同じ保持時間とするために (4分と5分の間)  74% 移動相のメタノール
濃度としたが、フェノールとメチルパラベンのピークが重なってしまった

62% アセトニトリル 74%メタノール
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解決策: ChromSword® を用いて、メタノールの移動相比を最
適化（アイソクラティックでもグラジエントでも）適化（アイソクラティックでもグラジエントでも）

その1. ChromSword® (オフライン) 

ステップ:ステップ

異なるメタノール濃度比で2回またはそれ以上分析を行う

デ タを Ch S d® に入れるデータを ChromSword® に入れる

ペア・レゾルーション・マップの作成

メタノールの最適濃度を見出す



ChromSword® : メタノールー水のペア・レゾルーション・マップ
による分離最適化による分離最適化

62% メタノール
Simulated Chromatogram

D
e
te

c
to

r 
si

gn
al

1.10

0 9

1.0

62% メタノール

0.6

0.7

0.8

0.9

Pair Resolution MapPair Resolution Map

n

9.0

8

0.3

0.4

0.5

P
ai

r 
R

e
so

lu
ti
o
n

4

6

0 1 

2
3 4 5 

6
7 8 

9

0.00

0.1

0.2

10 20 30 40 50 60 70 80 90

0.0

2

Time, min2 6 9 
Modifier concentration

10 20 30 40 50 60 70 80 90 



その2. ChromSwordAuto® (オンライン)

ステップ:

HPLCシステムを立ち上げ

サンプルが入ったバイアルをオートサンプラに入れサンプルが入ったバイアルをオートサンプラに入れ

ChromSwordAuto®を走らせる

メタノールの初期濃度を入れて、最適化スタート

自動最適化が始まる自動最適化が始まる



ChromSwordAuto® (オンライン)
Run 1 – 80% Run 2 – 76%
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結果 – メタノール濃度比の最適化
が短時間で自動で見出だされた
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結論

１． アセトニトリルからメタノールに移動相を変更するにあたり、

ペア・レゾルーション・マップで、以前（アセトニトリル移動相の場合）と同じ
ままたは、それ以上の分離条件を見出す

２ 完全自動化されたCh S dA t により２． 完全自動化されたChromSwordAutoにより

最適条件を短時間に見出す


